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られる。情報科教育の目標の一つに digital divideの克服が挙げられるが、digital divideの
ハードルは時代とともに変わっていっている。スマホなど IT 機器は、WEB 閲覧などにつ
いては家電品と同じ操作性まで進歩しており、digital divideのハードルも、かってのサクサ
































































Fig. 3、Fig. 4においても同様である。 
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